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内容分析 の 歴史と質的研究 の 今後 の 課題
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はじめに

最近
, 質的研究が看護研究 の 中で 注目を集め て

い る . 特に グラ ウ ン デ ッ ド セ オ リ
ー と い っ た研究

を * JL ､ に解説した著書が出版され て い る
.

そ の 中

で内容分析は, 多く の 解説は なく, 方法論 に い た っ

て は詳細 に論 じたも の は な い
. 情報処理 の 分野で

は
,

デ
ー

タ マ イ ニ ン グと い う手法が使われ て い る
.

内容分析 は1 7 世紀 に そ の 起 源を も っ と さ れ て

い る
1 )

. 欧米 に は , 内容分析 に関す る著書や論文

が 数 多く あ る が
,

日 本 で は そ の
､
数 は 少 な く ,

B e r els o n
2 )

や K rip p e n d o rff
3 )

の 著書が代表的な

内容分析 の 紹介を して い る. ま た
, 内容分析は日

本に お い て は
, 質的研究 の 著書 の 中に

, 紹介 は し

て い る が, 具体的な方法 に つ い て は は と ん ど書か

れ て い な い の が現状 で あ る. 質的研究 の 著書 は最

近あ い っ い で 出版され て き て おり
2

･
4~1 1)

, 看護界で

の 関心 の 高さをうかがわ せ る. 質的研究 の 著書で

は
, 舟島

4)
が現象学,

エ ス ノ メ ソ ド ロ ジ ー

,
グ ラ

ウ ン デ ッ ド ･ セ オ リ
ー 等に つ い て

, 看護 の た め の

質的研究方法論を中心 に ま と め て い る . また, 野

口
11)

は, 著書 の 中で フ ェ ミ ニ ス ト ア プ ロ ー チ と

フ ォ
ー カ ス ･ グ ル

ー

プ に つ い て ま で言及して い る.

社会学や看護研究など で よ く用 い られ て い る ブ

ラ ウ ン デ ッ ドセ オ リ
ー

の 基本 は, St r a u s s とC o rbi n

の 著書
4)

の 中で , 技法と手順 に つ い て詳細 に述 べ

られ て い る. 近年, 質的研究 の 著書が増え て き て

は い る が,
い ずれ に し て も

,
そ の 中心 はグ ラ ウ ン

デ ッ ド ･ セ オ リ
ー

, E t h n o g r a p h y 等 を中JL ､ とす

る も の で あり, 内容分析 の 手法を主体的 に扱 っ た

も の は まだな い
.

本稿で は , 内容分析 の 歴史を振り返り , 質的研

究 の 現状 の 問題点を探り, 今後 の 課題を示した
.

内容分析の歴史

質的研究は
,

R e n a t a T e s ch
12 )

に よ れば
,
心理学 ･

教育学 の 分野で
,

1 960 年 - 70 年代頃から よ うやく

とり入れ られ始め た. 社会学 に お い て は1 96 0 年代

よ り始め られ た.

一

方 , 内容分析に つ い て は , 表

1 に示す よ う に17 世紀に そ の 起源はある. 最初 は,

詩 の 分析で あ っ たが
,

マ ス メ デ ィ ア の 発達, 社会

情勢 の 変化とと も に
, 新聞内容 ,

テ レ ビ
,

ラ ジ オ

番組 の 内容分析が多くな され た. さらに
,

コ ン ピ ュ
ー

タ の 発達 が 大量 の メ デ ィ ア ｡ テ キ ス ト を 分析 す る

た め に 用 い られ た
. 以下, 各年代順 に 内容分析 の

歴史をみ て み よ う ( 表 1 ) .

内容分析 は
,

1 700 年代 に作られ た ジ オ ン の 歌 の

分析 ( 印刷物を対象と した量 的分析) に始ま る と

され る
1 )

. 以下 に1800 年代以 降 の 内容分析 の 研

究に つ い て そ の 特徴を述 べ た
.

1800 年代後半 : 新聞 の 量 的分析が始ま る
.

1900 年代初頭 : 新聞 の 量 的分析が主流, 小説 の 分

柿, 会話 の 分析が 行われ た
.

1930 年代 : コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン の 分析, 大衆雑誌

の 分類,
ニ ュ

ー

ス 映画, ラ ジ オ 内容 の 分析, プ ロ

パ ガ ン ダ分析 の 研究が盛ん に行われる
. 特に テ レ

ビ
, ラ ジ オ と い っ た マ ス メ デ ィ ア の 発達 は内容分

析 の 研究 に大き な影響を与えた
.

また, プ ロ パ ガ

ン ダ分析は, 第 一 次世界大戦を契機 に急速 に発展

した.

柑40 年代 : プ ロ パ ガ ン ダ分析, 教科書 の 分析, 精

神障害者 の 会話 の 分析,
ラ ジ オ番組 の 分析, 大統

領選挙運動 の 分析, 心理学的な記録 の 数量的分析,

フ ロ イ ト の 夢分析, 映画 の 分析, 個人面接や記録

観察 に関す る回答 の 体系的 ･ 客観的分析, 社会学

の 研究, 臨床心理的な推測 に 関す る研究, 芸術作

品の 分析,
ド ラ マ の 分析 , 内容分析 の 妥当性な ど
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様々 な研究がなされた.

1950 年代 : 信頼度 の 問題
,

テ レ ビ ジ ョ ン の 教育的

内容 の 分析,

一 致係数
,

コ ン ピ ュ
ー

タ を利用した

最初 の 内容分析 : [ 約4
,
000 の民話の 分析 ( コ ン ピ ュ

ー

タ に よる テ キ ス ト分析)] , 構成概念妥当性に 関す

る研究が現れた.

1952 年 に は B e r el s o n
,

B e r n a rd . が ｢ C o n t e n t

A n a l y sis i n C o m m u n i c a ti o n R e s e a r c h J
1 5)

を執

筆.
そ の 後, 日本に も紹介され た

.

1960 年代 : ジ ャ
ー

ナ リ ズ ム

4

の 領域で の 研究,

一 致

係数, 雑誌広告 の 中身 の 比較, 文学 の 内容分析,

妥当性, K W I C の
一 覧表示,

コ ン ピ ュ
ー

タ の 利用,

語桑 の 分類, 計算機言語学 の 最近 の 発展 に関す る

論述 , 記録単位 , 検索単位, 意味論的解釈, 意味

論的妥当性,
コ ミ ュ

ニ ケ ー

シ ョ ン 内容 の 分析など
.

19 70 年代 : 映画, 心理療法, 新聞紙面 の オ ン ラ イ

ン 分析 : コ ン ピ ュ
ー タ の 利用,

テ レ ビの コ マ ー

シ ャ

ル
, 外国 ニ

ュ
ー

ス の 報道量 , 活字 の 大きさや記事

面積,
E th n o g r a p h i c l n t e r v i e w

,
内容分析 の 方法

論, 統合失調症 に関する研究, ク ラ ス タ
ー 分析な

ど
.

こ こ で
, 特異な の は , 活字 の 記事面積を分析

対象と した論文が登場 し た こ と で あ る
.

1980 年代 : ク ラ ス タ ー

の 分析, 出版物 の 内容分析,

メ デ ィ ア の 分析 , 音楽 の 内容分析,
JL ､ 理療法, 内

容分析 の 方法論が論 じられ た
.

K rip p e n d o rff の

著書 の 中で は 内容分析 に つ い て コ ン ピ ュ
ー タ を利

表 1 内容分析 の 歴史 ( 研究年表)

用した方法論 に つ い て も解説して い る .

1 990 年代 : イ ン タ ー ネ ッ ト で の 内容分析, 内容分

析 の 方法論, 内容分析 の 概念, 社会科学調査に お

け る 内容分析 の 方法 , 音声言語処理
,
コ

ー パ ス に

基づ く ア プ ロ
ー

チ
,

テ キ ス ト解析 の コ ン ピ ュ
ー タ

プ ロ グ ラ ム 開発, 単語 カ ウ ン ト など様々 な方法が

開発さ れた . こ の 年代は
,

W i n d o w s 95 が開発さ

れ , ま た , 内容分析 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト も

欧米を中心 に開発され , 言語処理や イ ン タ
ー

ネ ッ

ト の 内容分析が登場し た
.

2000 年代 : デ
ー

タ マ イ ニ ン グ, 情報検索, 自然言

語処理 , 内容分析 の 紹介,
コ ー パ ス 言語学, 質的

研究と い っ た よ う に コ ン ピ ュ
ー タ を利用 した 内容

分析が主流と な っ て き た
. 研究 に お い て は対象者

を多く したり, ま た対象と なる印刷物 の 情報量 も

増え て きて い る こ と に関与して い ると考えられる
.

以上 の よ う に
, 内容分析 の 歴史は第 一 次世界大

戟 (1 91 4 年) , 第 二次世界大戦 (1 939 年) ,
マ ス メ

デ ィ ア の 発達 な ど の 社会情勢 に大きく影響 さ れ て

い た こ とがわか る
. 特に プ ロ パ ガ ン ダ分析は戦争

の 大き な影響を受けて 登場し た
.

最近 の 内容分析 は多く の 領域で 使われ て い る
.

特に社会学, 言語学を は じ め と して
, 文学, 情報

科学, 歴史等 で 使われ て い る
. 看護学で は

,
まだ

内容分析を用 い た研究 は少な い が, 今後多く使用

され る で あろう.

(次項 へ 続く)
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表 1 の 説明

*

( )内 は ,
K ri p p e n d o r ff

,
K l a u s(1 9 8 9 年) の 著書 の 中 で の タイ ト ル

, 見出 し等を 含む .

こ の 内客分析 に 関す る歴史年表の 作成に あ た っ て は
,

以 下の 文献を 参考に 内容分析に 関連す る文献を 掲載 した(文献 の 記載以 外 は,

K ri p p e n d o rff
,
K l a u s の 説明を ま と め た もの を掲載) . 文献 の 後の( ) 内は筆者の 説明.

[ 参考文献]
1

.
K l a u s K ri p p e n d o r ff : C o n t e n t a n al y si s : a n i n t r o d u cti o n t o i t s m e t h o d ol o g y , S a g e P u bli c a ti o n s

,
1 9 8 0

2 . K ri p p e n d o rff
,
K l a u s .

"

C o n t e n t A n al y s i s .

"

I n t e r
･

n a ti o n a l E n c y cl o p e di a o f C o m m u n i c a ti o n s . v ol . i .

0 Ⅹf o r d U n i v e r s lt y P r e s s : 0 Ⅹf o r d
,

1 9 8 9 .

3 . K ri p p e n d o rff
,
K l a u s .

: メ ッ セ ー ジ分析 の 技 法- ｢ 内容分析｣ - の 招待,
三 上 俊治, 椎野信雄

,
橋元良明訳(翻訳) , 勤草書房,

1 9 8 9 年

4 . B e r n a r d B e r el s o n : C o n t e n t a n al y s 上s i n c o m m u ni c a ti o n r e s e a r c h : F r e e P r e s s
,
1 9 5 2

5 .

バ ー

ナ
ー

ド ･ ベ レ ル ソ ン : 相葉三 千男,
金圭燥弄訳 : 内容分析,

みすず書房,
1 9 5 7 .

6
.

P R E M E D L I N E a n d M E D L I N E (1 9 66 年 - 2 0 0 3 年2 月)
7 . 医学中央雑誌W e b 版(1 9 8 6 年以 前 - 2 0 0 3 年2月)

内容分析と は

内容分析 の 定義 に は, 次に示す よ う に多く の 定

義が存在す る.

B e r el s o n
2 )

の 定義 : ｢ 記述全体 を文脈単位, 1

内容を 1 項目とし て含む セ ン テ ン ス を記録単位と

し, 個 々 の 記録単位を意味内容 の 類似性 に基づ き

分類 ･ 命名する｣ と
, 最終目標を分類 ･ 命名 に お

い て い る
.

日本で の 質的研究 の バ イ ブ ル 的存在と

な っ て い る定義で あ る
.

K rip p e n d o rff
l )

の 定義 : ｢ 内容分析と は
,

デ ー

タ をもと に そ こ か らそ れが組み こ まれた文脈 に対

し て再現可能 で か っ 妥当な 推論を行う た め の 一 つ

の 調査技法 で あ る｣ と い う よ う に
, 妥当な推論を

行う こ と を目的と し て い る . K rip p e n d o rff は
,

分析する記録単位 に つ い て 詳細 に述 べ て い る.

以上 の こ とから , ｢ 内容分析と は
, 調査で 得ら

れ た デ
ー

タ をもと に記録単位 で 分析 し
, 分類 ･ 命

名す る こ と に よ っ て あ る事象を明ら か に す る こ と

で あ る . ｣ と言え る .

質的研究と情報の コ ー デ ィ ン グ

量 的研究と は情報を数量化し分析す る 研究で あ

り, 統計手法 は パ ラ メ ト リ ッ ク 検定を用 い る .

一

方, 質的研究と は , 概念 の 構築な ど数量 化に よ ら

な い 研究で あ る. 半構成的な面接をした後に
,

コ ー

デ ィ ン グをす る な どして概念化を こ こ ろみ る. 統

計手法と して は,
ノ ン パ ラ メ ト リ ッ ク検定などが

あ る
14 )

. 質的研究 の 代表的例と し て
,

グ ラ ウ ン

デ ッ ド セ オ T)
- -

, 記 述民族学, 現象学的ア プ ロ
ー

チ が あ る .

1
. グ ラ ウ ン デ ッ ドセ オ リ

ー

優れ た科学を実践す る た め の 基準を満た す具体

的理 論を発展 さ せ る こ と を可能 に す る
4 )

( 重要

性,
理論一観察 の 両立性,

一

般化可能性, 再現性,

正確さ
, 厳密さ

, 検証可能性) . グ ラ ウ ン デ ッ ド

セ オ リ ー の 手順 は
, ①理論的感受性(卦理論的対象

選択③ コ ー ド化と カ テ ゴ リ ー 化 ( カ テ ゴ リ ー

, 中

核カ テ ゴ リ ー ) ④継続比較⑤ デ ー タ とし て の 文献

の 使用⑤理論 へ の 統合⑥理論 メ モ と フ ィ
ー ル ド記
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録を書く と い う手順を経る
11)

.

2 . 記述民族学

文化を直接記述する学問 で ある . ｢ 文化とは
,

ある グ ル ー プ の 生活 の 仕方す べ て で あり , 社会的

に
.構成され, 伝承され

, 学習され た行動で あ る . ｣

看護学 に お け る こ の 方法 は
, 臨床 の 場で の 行動や

認識を調査する方法で ある
. 記述民俗学 の 研究の

特徴 は
, ①観察と面接か ら の デ ー タ収集 , ②濃密

な記述 と自然主義的姿勢 , ③主要情報提供者と の

活動 - イ
ー ミ ッ ク な特徴 ( 内部 の 人 の 考え方を理

解する) , あ る い は エ テ ィ ッ ク な特徴 ( 記述民族

学者自身 の 考え方) と進む .

記述民族学的な分析 の 方法 は, ( 1 ) 資料 の 秩

序付け ( 2 ) デ ー

タ の 読み直し ( 3 ) 資料 の 断片

化 ( 4 ) カ テ ゴ リ
ー

を打ち出し
, 比較す る

. ( 5 )

カ テ ゴ リ
- 間 の 関係ゐ探索と カ テ ゴ リ

ー 同士 の グ

ル ー プ化 ( 6 ) パ タ
ー

ン , テ
ー マ

, 類型を見出し
,

記述す る . ( 7 )意味を解釈し, 探求する
11)

.

3 . 現象学的方法

現象学 は フ ッ サ ー

ル や - イ デ ッ ガ ー な ど の 哲学

者よ り論じられ て き た
.

そ の 定義 は さま ざま なも

の があ る が
,

こ こ で は 現象学 の 方法論を紹介す る
.

C ol a i z zil
13) に よ れ ば, 現象学的研究 に は 次 の 7

段階があ る と述 べ て い る. ( 1 )参加者 の 語りを読

み, そ の 考え方に対し何らか の 印象をも っ
. ( 2 )

研究者が
, 研究する現象 に 関係あ る言葉や文を抜

き出す ( 有意 な陳述 の 抽出) ( 3 ) 有意な陳述 に

対 して
, 意味を定式化す る. ( 4 ) 定式化さ れた

材料を い く つ か の テ
ー

マ 群に整理 する
. ( 5 ) 総

括的な記述 の 統合. ( 6 ) 現象 の 総括的な記述を

本質的構造 に 還元す る
. ( 7 ) 最終 の 段階 は

, 研

究者 は研究参加者 の もと へ 戻 っ て
, もう

一 度面接

を行 い 出て きた結果 に対す る意見を引き出し
,

そ

の 内容が正 し い と い う確認を して もらう .

以上 の よ う に
,

い ずれ の 方法も コ ー デ ィ ン グす

る際に は , 研究者を 中心 に行 い
,
こ の 作業 は複数

で 行う .
こ れ ら の 方法 は い ずれ も, 人に依存して

い る と言え る
.

コ
ー デ ィ ン グをす る場合 に問題と

なる の は,

一 致率 で ある . 例え ば日本で は
,

K J

法な ど の 手法が開発され て い る が
,

一 致率 が 記載

され て い る論文 は数少な い
. ま た, 低 い

一 致率 の

場合があ る
.

こ こ に, 人 の み に よ る カ テ ゴ ラ イ ズ

化に は限界が あ る と考え る . たとえば, 複数 の 研

究者で看護と は何か に つ い て, 概念を抽出する時,

参加人数が増え れば増える は ど記述内容 は増え
,

作業量は膨大なも の に なちて しまう .

筆者が現在進め て い る内容分析 で は
,

こ の 欠点

を補う こ 上が で き る . ポ イ ン ト は
,

コ ン ピ ュ
ー タ

を利用する こ と で ある
.

コ ン ピ ュ
ー タを利用 した

内容分析 の 手順 は ( 1 )' Jl ン タ ビ ュ
ー 内容 の テ キ

ス ト化, 印刷物 の テ キ ス ト化 ( テ キ ス ト化と は コ

ン ピ ュ
ー

タ へ の 文字入力を い う) , ( 2 ) ` 形態素解

析, ( 3 ) 単語 レ ベ ル で の 解析, ( 4 ) 統計処理 :

カ テ ゴ ラ イ ズ ( ク ラ ス タ ー 解析な ど) , x 二乗検

定, 主成分分析, 数量化解析と進む
.

従来 の 方法と異なる と こ ろは
,

コ ン ピ ュ
ー タ を

利用した カ テ ゴ ラ イ ズ が可能と なる こ と で ある
.

コ ン ピ ュ
ー タ を利用す る こ とで

, 人 の 手で ゆだね

られ て い た コ ー デ ィ ン グが,
コ ン ピ ュ

ー タ の 解析

を利用する こ と で , よ り正確 に する こ とが で きる
,

つ まり
一 致率を向上さ せ る こ とが で きる の で ある

.

さら に
,

カ テ ゴ リ
ー

の ネ ー ミ ン グも数量化理論な

どを用 い て か なり正確に で き る よ うに な っ て き た
.

量 的研究と質的研究の接点

今ま で の 量 的研究と質的研究 の 定義 に よ ると,

量 か質か は数値を扱うか どうか で決ま っ て しま う

と い っ た ニ
ュ ア ン ス があ る. 質的研究は , 面接時

の 会話を逐語録と して テ キ ス ト化す る こ と に よ っ

て そ の 後 の 分析が可能となる ∴ 記録単位を文脈と

した場合 に は
,

コ ー デ ィ ン グする時に い く つ も同

じ記録単位を集積す る こ と に なる の で
, 結局 は数

量的な デ ー タ を扱う こ と に もな る.
こ れ は 内容分

析を して い る場合 に特 に感じる. 内容分析 で は,

単語を記録単位と した場合 に同じ単語 の カ ウ ン ト

をする行程がある~. そ の 時に は量を扱 っ て い る こ

と に なる . 結局 は
, 研究を質的研究と量的研究 に

分け る の は あまり に大雑把す ぎ る と考え て い る.

む しろ
, 質的研究も量的研究も相互 に影響 して い

ると考える
.
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1 . 言語 的コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と非言語 的 コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン に つ い て

非言語的 コミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン の 分析 : 従来 の 面

接調査 で は
, 会話が主体と なり ,

逐語録に は
, 義

情や しぐさ な ど は反映さ れ な い こ と が 多 い
. ｢ 目

は 口 は どに も の を言う｣ と い う諺があ る よ う に
,

今後 は非言語的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン へ の ア プ ロ ー

チ も必要で あ る . 方法論的 に は
, 従来 の 面接時 の

フ ィ
ー ル ド ノ

ー ト や テ
ー

プ録音 の 他に , 表情や し

ぐさを観察する チ ェ ッ ク項目が必要となろう .

た だ し
, 研究者 の 注意力に も限界が あ る の で ,

ビ デ オ など の 機器を使うと よ り効果的で ある . た

だし
, 倫理的な配慮や バ イ ア ス を十分 に考慮しな

ければな ら な い
. 宇佐美ら

15
･
16 )

は , ｢ 自然会話 へ

の 言語社会心理学的ア プ ロ
ー

チ｣ の 手順を ( 1 )

目的に 応 じ て
, 条件を統制して デ

ー

タ を収集す る .

( 2 ) フ ォ ロ
ー

ア ッ プ ･ ア ン ケ
ー ト ( イ ン タ ビ ュ

ー )

等で
, 必ず被験者 の 背景的情報 や

, 会話自体 の 感

想などを収集 し
, 定量的処理 がで き る よ う に す る .

( 3 ) 分析項目 の コ - デ ィ ン グ( 4 ) コ
ー

ド化 の 過程

で失われ た も の がな い かを
,

必ず, 質的な分析 で

確認 ･ 検討す る と述べ , 会話自体 の 定量化を推奨

し て い る . 会話 の 定量化 は, 数値化を意味し,
コ

ン ビ ュ ク ー 処理が で き る よ う に な る.

2 . 方法論 ｢ 記録をとる こ と｣ に つ い て

質的研究 は , 記録をと る こ とが重要で あ る
.

こ

の とる に は, ｢ 撮る｣ ｢ 録る｣ ｢ 取る｣ の 意味が あ

る. 具体的 な方法と し て は
,

テ ー プ録音 ( ボ イ ス

レ コ
ー

ダ
ー

の 利用) , 面接中 の 記録, 面接後 の 記

録 の 3 つ の 方法があ る が
, 最も簡便 で面接中の 雰

囲気を こ わ さ な い の が テ ー プ録音 で あ ろ う.
ビ デ

オ 撮影を用 い ると, 表情, しぐさ等 の 分析も可能

となるが, 対象者がかえ っ て意識 して い ま い
, 寡

囲気を損なう可能性が あ る の で
, 注意が必要 で あ

る
. 重要な こ と は対象者 の 言葉を正確に テ キ ス ト

化する こ と で あ る .
こ れ ら の 方法を実施す る に あ

た っ て は, 参加者 ( 対象者) か ら の 承諾を得な け

ればならな い の で 十分 に注意が必要 で あ る .

3 . 記録単位の 表示 (書き方) と課題

従来 の 記録単位 の 表示 の 仕方 は
,

｢ 面接時間｣ ,

｢ 記録単位数｣ , ｢ % ｣ などで あ る が
, 信頼性 の 観点

から考えると ,
こ れ で は不十分と考え る . そ れ は

,

人 の 話す ス ピ ー ド は様々 で あるか らで ある. 同じ

面接時間60 分と して も, 速く話す人と遅く話す人

で は , 会話内容 に物理的な差が生じ て しまうから

で あ る
. 特に質的研究をす る場合 に は,

こ れ らを

十分 に 吟味しな い と
, 非常 に偏 っ た カ テ ゴ リ

ー

が

で きる可能性がある. 記録単位 の 表示は コ ン ピ ュ
ー

タ の 導入に よ り形態素解析を行う こ と で
, ｢ 語数｣ ,

｢ 単語数｣ など の 表示が可能とな る .
こ れ ら の 計測

が可能とな る こ と で
, 会話内容 の 分析をす る時に

,

分析時の バ イ ア ス をさ け る た め に
一 人当たり の 語

数等を考慮 して調整する必要が あろう.

4
.

一 致率 の 問題

一 致率は , 研究者と ス
ー パ ー バ イ ザ

ー

な ど に

よ っ て ,
コ

ー デ ィ ン グ し た後 に 表記 さ れ る こ と が

多 い が
, 正確に は , 例え ば

,
｢

一 致率9 0 % の ス ー

パ ー バ イ ザ ー で 類型化す る｣ の が 正 し い
. 多く の

論文 で
,
結果を出した後に 一 致率を書き加え る こ

とが多 い が
,
本来 は研究 の 前 に研究者同士 で

,
シ

ミ ュ レ
ー シ ョ ン して 一 致率を測定す る と い う作業

が今後は必要とな る で あろう. ま た
,

コ ン ピ ュ
ー

タ を利用し, 会話 の 形態素解析をした後に単語 レ

ベ ル で の 統計処理 をす る こ と で
, 信頼性 の 高 い 分

類 ･ 命名が で き る
. 今後, こ の よ うな分析方法が

増え て い くと考えられ る.

5 .
コ ー デ ィ ン グ の 問題

コ ー デ ィ ン グ の 方法 は
, 記述民族学,

グラ ウ ン

デ ッ ド セ オ リ ー

, 現象学的研究等 に よ っ て 方法 は

異な る が ,

L

一

つ の 文脈を単位と し て コ
ー

デ ィ ン グ

する作業は共通 して い る.

コ ー

デ ィ ン グに も,
オ ー

プ ン コ ー

デ ィ ン グ, 軸足 ( A xi al) コ ー

デ ィ ン グ,

中核カ テ ゴリ ー ラ イ ン
,

一 次 コ ー

デ ィ ン グ,
二次

コ
ー

デ ィ ン グと い っ た手順を ふ む研究手法もあ る

が,
い ずれ の 方法も コ ー

デ ィ ン グ の 作業 は , 複数

の 研究者で 行う場合, 高 い
一 致率を め ざす よ う に

し た い
. そ の た め に も,

コ ン ピ ュ
ー

タ を利用 し た

形態素解析など の 手法を用 い て よ り高い 信頼性を

- 1 7 -
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め ざす必要がある .

6 . 内容分析の 現状と今後 の課題

内容分析 の 研究 は
,

現在, 情報処理
, 文学 , 歴

史, 経営学, 教育学な ど の 分野 で使われ研究され

て い るが, 看護 の 分野 で は
, 内容分析 に関する研

究は数少な い
. 内容分析 の 歴史 の 項で ふ れた よ う

に
,

コ ン ピ ュ
ー タ ゐ発達 に よ っ て

, 内容分析 は,

コ
ー

デ ィ ン グの みならず, x 二乗検定,
ク ラ ス タ

ー

解析,
主成分分析, 数量化分析が可能とな っ た

.

こ れか ら の 多く の 看護 の 領域 で そ の 活用は広が る

で あろう. 特に
, 自由記載 の 調査票 の 分析 に大き

な威力を発揮す る と考えられる
.

終わ りに

グラ ウ ン デ ッ ド セ オ リ ー

, 現象学的ア プ ロ ー チ ,

エ ス ノ グ ラ フ イ
- など の 質的研究ととも に 内容分

析 の 研究も数は少な い が看護界 で も み られ る よ う

に な っ て き た . 現在, 内容分析 は他領域 で も盛ん

に使われ始め て い る . 手法 の 呼び方は
,

デ ー タ マ

イ ニ ン グ, 言語処理
,

テ キ ス ト解析, 形態素解析,

分かち書き など様々 で あ る が, 今後, 内容分析 は
,

イ ン タ ビ ュ
ー

, テ キ ス ト , 自由記載など の 調査票

の 分析を通 して , 様 々 な看護 に おけ る現象を分析

する の に有用な ツ
ー

ル と なる で あろう.
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